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第２回伊勢原市農業委員会総会議事録

１ 開催日時 平成３０年４月２７日（金） 午前１０時１５分～

２ 開催場所 伊勢原市役所２階２Ｃ会議室

３ 委員在任定数 １０名

１ 大木 克美 ６ 廣木 孝幸

２ 越地 進 ７ 木村 勇

３ 杉本 和彦 ８ 萩原 隆雄

４ 横山 正博 ９ 鈴木 雅之

５ 岸田 文雄 １０ 黒田 義夫

４ 出席委員数 １０名

５ 欠席委員数 ０名

６ 署名委員 大木 克美

越地 進

７ 議 長 黒田 義夫

８ 事務局職員出席者

小瀬村 正宣（事務局長）

青木 優

今井 亮輔

荒井 昌稔

村井 善治

長嶋 全（農業振興課）

服部 孝喜

９ 傍聴者 ０名

審 議 内 容 (開会 午前１０時１５分)

［事務局長］ 本日はお忙しい中、第２回伊勢原市農業委員会総会にお集まりいただきありがとうご

ざいます。開会に先立ちまして、本日の会議の傍聴を希望される方はおりませんので、

報告させていただきます。

［事務局長］ それでは、定刻になりましたので、開会いたします。在任定数１０人、欠席委員はな
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く、出席委員１０人で、定足数に達しておりますので、第２回伊勢原市農業委員会総会

を開催いたします。それでは、よろしくお願いいたします。

［議 長］ それでは、ただ今から、第２回伊勢原市農業委員会総会を開催します。本日の議事録

署名委員は、１番 大木克美委員と２番 越地 進委員の両名にお願いします。それで

は、議事に入ります。本日の審議事項は、報告５件、議案５件の計１０件となっており

ます。まず報告より入ります。

［議 長］ 報告第１号、農地法第３条の３第１項の規定による届出について、次のとおり、相続

により所有権を取得した旨の届出書が提出されたので報告する。事務局の報告をお願い

します。

［事 務 局］ 報告台１号、農地法第３条の３第１項の規定による届出について、農地法で義務づけ

られている相続等による農地の所有権取得の届出が３件ありました。

この届け出は、相続が発生したときに、登記簿謄本の地目、または課税上の現況地目

のいずれかが農地であれば、届け出の対象となります。

報告第１号の１です。相続日は平成２９年１１月１８日。秦野市にお住まいの方が、

田中字向原（ムコウハラ）の農地を１筆、面積１９７㎡を相続したとのことです。権利

を取得した農地の第３者への所有権の移転又は賃借権の設定等について農業委員会への

斡旋の希望はありません。届出日は平成３０年４月５日です。

次に、報告第１号の２です。相続日は平成２９年１０月７日。市内日向にお住まいの

方が、日向字上堤（カミヅヅミ）の農地を１筆外、計３筆の農地、面積2,649㎡を相続し

たとのことです。権利を取得した農地の第３者への所有権の移転又は賃借権の設定等に

ついて農業委員会への斡旋の希望はありません。届出日は平成３０年４月１０日です。

次に、報告第１号の３です。相続日は平成２９年７月３０日。市内日向にお住まいの

方が、西富岡字北実蒔原（キタサネマキハラ）の農地を１筆外、計２０筆の農地、面積

10,216㎡を相続したとのことです。権利を取得した農地の第３者への所有権の移転又は

賃借権の設定等について農業委員会への斡旋の希望はありません。届出日は平成３０年

４月６日です。以上です。

［議 長］ 事務局の報告が終わりました。何かご質問があればお願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ 異議なしと言うことなので、次に移ります。

［議 長］ 報告第２号、農地法第４条第１項第７号の規定による届出について、下記のとおり受

理したことをここに報告する。事務局の報告をお願いします。

［事 務 局］ 報告第２号は市街化区域の農地を、土地所有者が農地以外のものにするとの届出です。

今回は、合計で５件、７筆、面積3,320㎡の届出がございました。地区は、比々多地区

３件、５筆、面積2,720㎡。成瀬地区１件、１筆、面積442㎡。大田地区１件、１筆、面

積158㎡になります。転用目的は、露天駐車場２件、個人住宅３件です。以上です。

［議 長］ 事務局の報告が終わりました。何かご質問があればお願いします。
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［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ 異議なしと言うことなので、次に移ります。

［議 長］ 報告第３号、農地法第５条第１項第６号の規定による届出について、下記のとおり受

理したことをここに報告する。事務局の報告をお願いします。

［事 務 局］ 報告第３号は市街化区域の農地を、土地の権利移動を伴って農地以外のものにすると

の届出です。今回は、合計で４件、１０筆、面積3,452.69㎡の届出がございました。

地区は、伊勢原地区１件、３筆、面積565.69㎡。比々多地区３件、７筆、面積2,887

㎡です。権利の種類は、所有権の移転が４件。転用目的は、集合住宅が２件、個人住宅

が２件です。以上です。

［議 長］ 事務局の報告が終わりました。何かご質問があればお願いいたします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ 異議なしと言うことなので、次に移ります。

［議 長］ 報告第４号、引き続き農業経営を行っている旨の証明について、次のとおり、証明願

いが提出され、専決処分したので報告する。事務局の報告をお願いします。

報告第４号は、相続税納税猶予期間の３年ごとの証明です。伊勢原地区で１件、比々［事 務 局］

多地区で１件、大田地区で１件の提出がありました。

はじめに報告第４号の１です。申請人は市内伊勢原四丁目にお住まいの方で、被相続

人のお子さんです。対象農地の明細は９～１１頁の農地一覧表で黒丸が付してある田中

字ク子花（クネハナ）に４筆外、計１１筆、合計面積6,083㎡です。４月１３日に事務

局で現地調査を行い、全筆適正に耕耘（コウウン）管理されていることを確認しました。

続きまして、報告第４号の２です。申請人は市内三ノ宮にお住まいの方で、被相続人

のお子さんです。対象農地の明細は１２～１３頁の農地一覧表で黒丸が付してある三ノ

宮字下木津根（シモキツネ）に１３筆外、計２６筆、合計面積15,221㎡です。４月５日

に事務局で現地調査を行い、適正に耕耘（コウウン）管理されていることを確認しまし

た。

続きまして、報告第４号の３です。申請人は市内下平間にお住まいの方で、被相続人

のお子さんです。対象農地の明細は１４～１５頁の農地一覧表で黒丸が付してある下平

間字丸山（マルヤマ）に３筆外、計１０筆、合計面積7,132㎡です。３月３０日に事務局

で現地調査を行い、適正に耕耘（コウウン）管理されていることを確認しました。

これら３件の証明願いにつきましては、専決処分で証明書を発行しました。以上です。

［議 長］ 事務局の報告が終わりました。何かご質問あればお願いいたします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】
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［議 長］ 異議なしと言うことなので、次に移ります。

［議 長］ 報告第５号、農地法第１８条第６項の規定による届出について、次のとおり、農地法

第１８条第６項及び農地法施行規則第６８条の規定により、下記の届出について受理し

たことをここに報告する。事務局の報告をお願いします。

農地法第３条の許可を受けた農地や、利用権設定期間中の農地を貸し手・借り手の合［事 務 局］

意で解約をする場合には、農地法第１８条による合意解約の届出が必要となります。

報告第５号の１ですが、借り手の方がお亡くなりになられたため解約をするものです。

以上です。

〔議 長］ 事務局の報告が終わりました。何かご質問がありましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ 異議なしと言うことなので、議案に移ります。

［議 長］ 議案第１号、相続税の納税猶予に関する適格者証明について、次のとおり、相続税納

税猶予に関する適格者証明願いが提出されたので提案する。事務局の説明をお願いしま

す。

［事 務 局］ 議案第１号、相続税の納税猶予に関する適格者証明について、相続税の納税猶予とは、

農業を営んでいた被相続人が、農業の用に供している農地を、農業を引き継ぐ相続人が

相続した場合、相続を受けた人に課税される相続税は、相続した農地を相続人が営農し

ている限り、納税が猶予される制度です。猶予された税額は、相続を受けた方が死亡し

た場合に納税が免除されます。

今回、高部屋地区で１件、「相続税猶予の特例農地」の適用を受けるため、適格者証

明の出願がありました。相続人は、市内日向にお住まいの方で、被相続人のお子さんで

す。特例農地の明細は１８～１９頁の農地一覧表で黒丸が付してあります。４月１２日

に、地区の農業委員と事務局及び相続人とで、市内で相続を受けた農地の農業経営につ

いて、１１筆、7,957㎡を確認し、適格者要件の全てを満たしております。

なお、本件に係る農地法第３条の３第１項の規定による届出については、本総会の報

告の部において報告済みです。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました｡地区担当委員さんの補足説明がございましたら、お願い

します。

［ ］ 事務局からの説明のとおり、４月１２日に現地調査をしまして、的確に耕作されてい地 区 担 当 委 員

ることを確認いたしました。

［議 長］ 事務局並びに地区担当委員さんの説明が終わりましたので、審議に入ります。

［議 長］ 議案第１号の１について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。
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【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

議案第１号の１については「原案のとおり認める」ことに、賛成の委員の挙手を求め

ます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第１号の１については「原案のとおり認める」こととします。

次に移ります。

議案第２号、農地法第３条の規定による許可申請について(農委権限)、下記農地の申［議 長］

請があったので審議を求める。事務局の説明をお願いします。

農地の権利設定又は所有権移転をしよ［事 務 局］ 農地法第３条の規定による許可申請について、

うとする場合は、農業委員会の許可が必要です。今回は伊勢原地区で２件、比々多地区

で４件の申請がありました。

はじめに、議案第２号の１、図面番号は１番です。あわせて、公図をご覧ください。

申請地は伊勢原四丁目の１筆、1,309㎡。譲渡人及び譲受人は、市内田中にお住まいの方

で、農業経営の若返りのための申請です。譲受人世帯の経営農地面積は７２アールで、

下限面積の特段の面積の３０アールを超えるため、農地取得に支障はありません。４月

１１日に事務局と地区担当委員さんの合同で現地調査を行い、経営農地は適正に管理さ

れており、農機具の保有も確認しています。申請書類の審査では、許可できない場合を

列挙した農地法第３条第２項各号該当事項は、ありません。

続いて、議案第２号の２，図面番号は２番です、あわせて、公図をご覧ください。申

請地は池端字五反地（ゴタンチ）の２筆、計1,110㎡。譲渡人及び譲受人は、市内白根

にお住まいの方で、農業経営の若返りのための申請です。譲受人世帯の経営農地面積は

４５アールで、下限面積の特段の面積の３０アールを超えるため、農地取得に支障はあ

りません。４月１３日に事務局と地区担当委員さんの合同で現地調査を行い、経営農地

は適正に管理されており、農機具の保有も確認しています。申請書類の審査では、許可

できない場合を列挙した農地法第３条第２項各号該当事項は、ありません。

続いて、議案第２号の３，図面番号は３番です、あわせて、公図をご覧ください。申

請地は串橋字境ノ町（サカイノマチ）の２筆、計1,982㎡。譲渡人は川崎にお住まいの方

で、譲受人は市内神戸にお住まいの方で、経営規模拡大のための申請です。譲受人世帯

の経営農地面積は３６アールで、下限面積の特段の面積の３０アールを超えるため、農

地取得に支障はありません。４月２０日に事務局と地区担当委員さんの合同で現地調査

を行い、経営農地は適正に管理されており、農機具の保有も確認しています。申請書類

の審査では、許可できない場合を列挙した農地法第３条第２項各号該当事項は、ありま

せん。

続いて、議案第２号の４，図面番号は４番です、あわせて、公図をご覧ください。申

請地は串橋字境ノ町（サカイノマチ）の１筆、991㎡。譲渡人は市内三ノ宮にお住まいの

方で、譲受人は市内神戸にお住まいの方で、経営規模拡大のための申請です。譲受人世

帯の経営農地面積は３６アールで、下限面積の特段の面積の３０アールを超えるため、

農地取得に支障はありません。４月２０日に事務局と地区担当委員さんの合同で現地調

査を行い、経営農地は適正に管理されており、農機具の保有も確認しています。申請書

類の審査では、許可できない場合を列挙した農地法第３条第２項各号該当事項は、あり

ません。

続いて、議案第２号の５，図面番号は５番です、あわせて、公図をご覧ください。申
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請地は串橋字境ノ町（サカイノマチ）の１筆、991㎡。譲渡人は市内串橋にお住まいの方

で、譲受人は市内神戸にお住まいの方で、経営規模拡大のための申請です。譲受人世帯

の経営農地面積は３６アールで、下限面積の特段の面積の３０アールを超えるため、農

地取得に支障はありません。４月２０日に事務局と地区担当委員さんの合同で現地調査

を行い、経営農地は適正に管理されており、農機具の保有も確認しています。申請書類

の審査では、許可できない場合を列挙した農地法第３条第２項各号該当事項は、ありま

せん。

続いて、議案第２号の６，図面番号は６番です、あわせて、公図をご覧ください。申

請地は串橋字境ノ町（サカイノマチ）の２筆、計1,242㎡。譲渡人は秦野市にお住まいの

方で、譲受人は市内神戸にお住まいの方で、経営規模拡大のための申請です。譲受人世

帯の経営農地面積は３６アールで、下限面積の特段の面積の３０アールを超えるため、

農地取得に支障はありません。４月２０日に事務局と地区担当委員さんの合同で現地調

査を行い、経営農地は適正に管理されており、農機具の保有も確認しています。申請書

類の審査では、許可できない場合を列挙した農地法第３条第２項各号該当事項は、あり

ません。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました｡地区担当委員さんの補足説明がございましたら、お願い

します。議案第２号の１について、「伊勢原地区」お願いします。

［ ］ 特に、問題はないと思いますので、よろしくお願いします。地 区 担 当 委 員

［議 長］ 続きまして、議案第２号の２について、「白根地区」お願いします。

［ ］ 事務局の説明のとおり問題はないと思いますので、よろしくお願いします。地 区 担 当 委 員

［議 長］ 続きまして、議案第２号の３から議案第２号の６について、「串橋地区」お願いしま

す。

［ ］ ４筆ありまして、４月２０日に事務局２名と地区担当農業委員・推進委員の４名で確地 区 担 当 委 員

認し、２４日に地区担当の４名で、また現地を確認しましたが、特に問題ないと思いま

すので、よろしくお願いします。

［議 長］ 事務局並びに地区担当委員さんの説明が終わりましたので、審議に入ります。

［議 長］ 議案第２号の１について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

議案第２号の１については「原案のとおり許可とする」ことに、賛成の委員の挙手を

求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第２号の１については、「原案のとおり許可とする」ことと

します。次に移ります。

［議 長］ 議案第２号の２について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。
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［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

議案第２号の２については「原案のとおり許可とする」ことに、賛成の委員の挙手を

求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第２号の２については「原案のとおり許可とする」こととし

ます。次に移ります。

［議 長］ 議案第２号の３について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

議案第２号の３については「原案のとおり許可とする」ことに、賛成の委員の挙手を

求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第２号の３については「原案のとおり許可とする」こととし

ます。次に移ります。

［議 長］ 議案第２号の４について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

議案第２号の４については「原案のとおり許可とする」ことに、賛成の委員の挙手を

求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第２号の４については「原案のとおり許可とする」こととし

ます。次に移ります。

［議 長］ 議案第２号の５について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】
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［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

議案第２号の５については「原案のとおり許可とする」ことに、賛成の委員の挙手を

求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第２号の５については「原案のとおり許可とする」こととし

ます。次に移ります。

［議 長］ 議案第２号の６について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

議案第２号の６については「原案のとおり許可とする」ことに、賛成の委員の挙手を

求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第２号の６については「原案のとおり許可とする」こととし

ます。次に移ります。

［議 長］ 議案第３号、農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について、下記

農地の申請があったので意見を求める。事務局の説明をお願いします。

［事 務 局］ 議案第３号、農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について、農地

に権利設定又は移転をして農地以外の物にする場合について農業委員会の意見を求めま

す。申請は大山地区１件、大田地区１件の計２件の申請がありました。

はじめに、議案第３号の１、図面番号は７番です。あわせて、公図、土地利用計画図

をご覧ください。貸付人は市内上粕屋にお住まいの方で、借受人は相模原市の建設・土

木業の方です。申請地は、子易字中川原（ナカガワラ）の２筆、面積354㎡を新東名高

速道路建設にかかる埋蔵文化財調査に伴う仮設資材置場として一時転用したい旨の申請

が出されました。権利関係は、賃貸借権設定です。一時転用期間は、許可日から２年間

です。申請地の立地基準は、河川・道路・山林により農地の広がりは１０ヘクタール未

満であることから「その他２種農地」と判断されます。一般基準及び個別基準について、

単管パイプ・バリケード・フ転用計画は入口部分に鉄板を２枚敷き、進入路を確保し、

ェンス・ベルトコンベア等を置く場所として利用するもので、転用地の周りは中日本高

速道路(株)の用地となっており、農地への影響および工事区域内のため一般の人のへの

影響もありません。また、資金計画も適切であると判断されます。転用計画に変更が生

じないため、手続き終了後、県知事に副申します。

続きまして、議案第３号の２、図面番号は８番です。土地利用計画図に訂正がありま

したので、差し替えをお願いします。訂正内容につきましては、敷地内の緑地の植栽に

ついて、植栽をしないことになりました。公図とあわせて、ご覧ください。譲渡人は、

桜台三丁目の方１名、沼目二丁目の方１名、沼目五丁目の方１名です。譲受人は、市内

石田の建設会社の代表です。厚木市内に資材置場を賃貸借しておりますが、数年前から

事業拡大のため用地の確保に取り組んでいました。また、土地所有者からの自己都合に

よる賃貸借契約の解約の申し出があり、適地を探していた所、今回の申請地は小田原厚
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木道路バイパス側道の県道６３号沿いで小田原方面、厚木方面への建設資財の輸送に効

率的で、経営規模からして最低限必要な面積が確保できるため、資材置場として転用し

たいとの申請がありました。申請地は、沼目六丁目の４筆、面積2,630㎡を転用します。

権利関係は所有権移転です。申請地の立地基準は、小田原厚木道路バイパス伊勢原イン

ターチェンジ出入口より３００ｍ以内の農地として「第３種農地」と判断されます。議

案書には「その他２種農地」と記載されておりますが、現場で県の職員と確認をした際

に「第３種農地」と確認をしましたので、「第３種農地」と訂正をお願いします。一般

基準及び個別基準については、敷地境界にコンクリートブロック２段積み高さ８０ｃｍ

のフェンスを施工します。また、内側に内径２５ｃｍのＵ字溝を敷設し出入り口部分は

グレーチング蓋を施工、雨水、土砂の流出を防ぎます。雨水は敷地内浸透とし、Ｕ字溝

の流末に浸透桝を設置します。敷地内は砕石を敷き転圧処理をします。計画としては周

辺農地への影響も少なく、資金計画も適切であると判断されます。なお、まちづくり条

例の各課協議は現在途中ですが、転用計画に変更が生じることがないため、手続き終了

後、県知事に副申します。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました｡地区担当委員さんの補足説明がございましたら、お願い

します。議案第３号の１について「大山地区」お願いします。

［ ］ ４月２４日に、大山・高部屋地区の農業委員と推進委員で現地を確認しました。現地は、地 区 担 当 委 員

新東名高速道路の関係で高取山トンネル工事をしていますが、その前の部分です。案内図

では新東名の工事箇所が記載されていませんが、上粕屋のインターから御殿場まで平成３

２年度に開通と言うことで工事を進めていますが、トンネル工事、だいぶ進んできていま

す。この周辺も埋蔵文化財調査が進んできているという形の中で、埋蔵文化財の資材を、

従来は工事の敷地内に置いて調査をしていたが工事が進んできたという形の中で、そうい

った資材を外に置かないと工事が進まないという状況になってきています。新東名の残地

が残っていると言うことで、今回は、ここに埋蔵文化財の資材置場として利用したいと、

２年間の一時転用という申請であります。近隣の農地を見ましても別段、影響は無いと判

断しました。特に問題は無いかと考えております。よろしくお願いします。

［議 長］ 続きまして、議案第３号の２について、「沼目地区」お願いします。

［ ］ ４月２２日に、地区委員４名で現地を確認してきました。現況として、畑は耕耘され地 区 担 当 委 員

ていました。周囲は、東側に小田原厚木道路、北に老人施設、南に車の整備工場、西に

住宅地があります。事務局の説明のとおりであります。東側の道路境、水路敷ですが、

素掘りのような形で、草や木の枝がありました、車両の出入口が設けられると言うこと

でありますので、所有者の方に確認してきました。水路ですが、北から南に向かって水

が流れているということでした。そして、現在ある出入り口の下にパイプが埋めてある

と言うことなんですが、鉄塔を作る時に、下の方を掘りましたら、パイプがもっと下の

方にいってしまっていたというような状況でした。許可とするならば、今後、大雨等も

予想されますので、出入り口の水路がどのような扱いになるのか、確認していただきた

いと思います。よろしくお願いします。

［追記］ 確認事項

＊１ 県道からの出入り口の工法について

水路部分は県道区域であるため、その工法については十分に県と協議をするよう

施工業者に申し入れをした。

［議 長］ 事務局並びに地区担当委員さんの説明が終わりましたので、審議に入ります。

審議に入る前に、議案第３号の２に係る地区担当委員からの質問に対し、事務局から

何か、補足説明はありますか。
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［事 務 局］ 水路敷きにつきましては、県道区域のため占用や自費工事の手続きが必要となります。

内容について、どこまで施工するのか聞いてはいませんが、再度確認したいと思います。

［議 長］ それでは、議案第３号の１について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願い

します。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。議案第３号の１については「原

案のとおり許可相当とする」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第３号の１については「原案のとおり許可相当とする」こと

とします。次に移ります。

［議 長］ 続きまして、議案第３号の２について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願

いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。議案第３号の２については「原

案のとおり許可相当とする」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第３号の２については「原案のとおり許可相当とする」こと

とします。次に移ります。

［議 長］ 議案第４号、非農地証明交付申請の承認について、農地法の適用を受けない土地に係る

運用指針に基づき、下記農地の証明出願があったので審議を求める。事務局の説明をお

願いします。

［事 務 局］ 議案第４号、非農地証明交付申請の承認について、今回、高部屋地区で１件の証明願

いがありました。はじめに、議案書２４頁にあります非農地の理由に変更がありました

ので差し替えをお願いします。また、関係写真を回覧していますので、ご覧ください。

図面番号は９番です、合わせて公図をご覧ください。申請地は上粕屋字北〆引（キタシ

メヒキ）の１筆、面積4.32㎡です。申請理由は、８８６番２及び８８７番１の土地へ行

くため、今回通行地役権を設定するために申請をしたものです。申請地は、昭和４５年

に８８６番から分筆されてできた筆から、平成４年に８８６番１１と同番１７へと分筆

されてできた筆です。平成４年に８８４番１へ行く通路として、申請者の所有地８８６

番１３、同番１７，同番１８を進入路として農地転用し、平成５年に８８４番５と等積

交換をしましたが、転用申請時に漏れがあり当該地だけ転用されず、以降２０年以上道

路として使用されており、将来も農地への復元は困難な状態です。また、固定資産税も
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平成６年から公衆用道路とされております。申請地の立地基準ですが、周辺は非農地で

囲繞（イジョウ）され、農地の広がりは１０ヘクタール未満であることから「その他２

種農地」と判断されます。農地法違反ですが、過去に違反転用の指導記録がなく、今後

も違反を追及する見込みがないことから、県の「農地法の適用を受けない土地に係わる

運用指針」別表１に該当します。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました｡地区担当委員さんの補足説明がございましたら、お願

いします。議案第４号の１について「上粕屋地区」お願いします。

［ ］ 事務局からの説明もありましたが、現場を確認しました中では写真にありますように地 区 担 当 委 員

既に道路として利用がされています。なぜ、この土地だけが農地として残っていたのか、

単純な農地転用のミスがあったというようなことかなと思います。現時点ではやむを得

ないのかなというように現地を見た中で判断をしました。よろしくお願いします。

［議 長］ 事務局並びに地区担当委員さんの説明が終わりましたので、審議に入ります。

［議 長］ 議案第４号の１について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［委 員］ 非農地証明もやむを得ないということでしたが、隣接農地への進入路というような説

明がありました。写真を見ると宅地のような感じがしますし、説明の位置図でも家が建

っているように見えますが、名前が入っていません。既に、家は取り壊されているので

すか？

［事 務 局］ 家は取り壊されていません。

［委 員］ 当時、農地への進入路のために分筆したのですか。建築確認のための進入路として分

筆したのではないのですか。

［事 務 局］ 当時、農地への進入路のために分筆したものです。

［委 員］ 判りました。

［議 長］ 他に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。議案第４号の１については「原

案のとおり承認する」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第４号の１については「原案のとおり承認する」こととしま

す。次に移ります。

［議 長］ 議案第５号、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認について（利

用権貸借）、下記農用地利用集積計画の決定について意見を求める。事務局の説明をお願

いします。

［事 務 局］ 今回の農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認につきましては、先

月と同様に、新規に受付けて開始するものと、その他に、今まで既に利用権の設定がさ
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れており、この４月３０日で期間満了を迎えるために、引き続き更新の手続きをするも

のとの２種類があります。

まず、議案書の２５ページから３６ページまで、番号の１番から２５番までが、新規

分の受付です。そして次の３７ページから４０ページが更新分として受付をしたもので

す。更新分につきましては、見分けがしやすいように、新たに番号を１番からふってあ

ります。新規分につきましては総会で可決されますと５月１日に市長より公告されます。

更新分につきましても、期間満了が４月３０日ですので、５月１日に市長より公告され

ます。では、まず新規分の説明からさせて頂きます。農地の賃貸借等については、利用

権設定期間が終了すれば、自動的に権利が消失し、民法上の小作の権利が生じない農業

経営基盤強化促進法による利用権の設定が、現在は殆どです。利用権の設定は農業経営

基盤を強化するための農地の利用集積ですので、利用権を設定できる方は、農地法第３

条の「下限面積」要件はありません。１０アール以上を営農する経営農家や新規就農認

定を受けた方、また解除条件付き利用権で行う株式会社やＮＰＯ法人などの法定法人が

対象となります。今回の新規の届け出は２５件ありました。内訳といたしましては、地

区別では高部屋地区が８件、１１筆、面積8,154㎡。比々多地区が６件、２８筆、面積

18,513.41㎡。成瀬地区が５件、１７筆、面積8,534㎡。大田地区が６件２９筆、面積

20,428㎡です。権利の種類は、賃貸借が１４件、使用貸借が１１件という内訳です。新

規分につきましては、以上です。

つづきまして、更新分の説明をさせていただきます。議案書の３７ページからが更新

分です。農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画は、４月３０日をもって

期間満了を迎えます。継続して農業者に貸すのか、自分で耕作を開始するのか、地権者

は選択をすることになります。継続の場合は、地権者は所有者管理権限に基づいて、更

新の書類を整えて農業委員会へ提出することになります。今回、更新分の申し出は４件

ありました。内訳といたしまして、比々多地区で１件、２８筆、面積17,106㎡。成瀬地

区で１件、１筆、面積455㎡。大田地区で２件、９筆、面積5,342㎡となっております。

権利の内訳といたしましては、比々多地区は使用貸借権が１件。成瀬地区は使用貸借権

が１件。大田地区は賃貸借権が２件です。以上です

［議 長］ 事務局の説明が終わりました｡

なお、本案件には農業委員会等に関する法律第３１条に関する案件が含まれているた

め、順次裁決を行うこととします。はじめに、新規分に係る議案第５号の１から１１に

ついて、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特にございませんか。

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

［議 長］ 議案第５号の１から１１については「出願のとおり承認する」ことに、賛成の委員の

挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第５号の１から１１については、「出願のとおり承認する」

こととします。

［議 長］ 続きまして、議案第５号の１２の審議及び議決にあたりましては、関係農業委員であ

る「５番」の農業委員の退席をお願いいたします。

【 関係農業委員 退席 】
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［議 長］ それでは、審議に入ります。議案第５号の１２について、何かご質問・ご意見がござ

いましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

［議 長］ 議案第５号の１２については「出願のとおり承認する」ことに、賛成の委員の挙手を

求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第５号の１２については、「出願のとおり承認する」ことと

します。

［議 長］ ここで、関係農業委員の入場を認めます。

【 関係農業委員 入場 】

［議 長］ 続きまして、議案第５号の１３から１６について、何かご質問・ご意見がございまし

たら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

［議 長］ 議案第５号の１３から１６については「出願のとおり承認する」ことに、賛成の委員

の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第５号の１３から１６については、「出願のとおり承認する」

こととします。

［議 長］ 続きまして、議案第５号の１７から１８の審議及び議決にあたりましては、関係農業

委員である「４番」の農業委員の退席をお願いいたします。

【 関係農業委員 退席 】

［議 長］ それでは、審議に入ります。

議案第５号の１７から１８について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願い

します。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。
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［議 長］ 議案第５号の１７から１８については「出願のとおり承認する」ことに、賛成の委員

の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第５号の１７から１８については、「出願のとおり承認する」

こととします。

［議 長］ ここで、関係農業委員の入場を認めます。

【 関係農業委員 入場 】

［議 長］ 続きまして、議案第５号の１９から２６について、何かご質問・ご意見がございまし

たら、お願いします。まで、

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

［議 長］ 議案第５号の１９から２６については「出願のとおり承認する」ことに、賛成の委員

の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第５号の１９から２６については、「出願のとおり承認する」

こととします。

［議 長］ 続きまして、更新分に係る議案第５号の１から４について、何かご質問・ご意見がご

ざいましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。

［議 長］ 議案第５号の１から４については「出願のとおり承認する」ことに、賛成の委員の挙

手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第５号の１から４については、「出願のとおり承認する」こ

ととします。

［議 長］ 以上を持ちまして、第２回伊勢原市農業委員会総会は閉会といたします。大変お疲れ

様でした。
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［事務局長］ 大変お疲れ様でした。次回の総会は、５月２８日、月曜日です。今回と同様に、はじ

めに全員協議会を開催し、その後に総会を開催いたします。よろしく、お願いいたしま

す。

【１１時２０分 終了 】


